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だいがくのたから

聖
路
加
国
際
大
学
礼
拝
堂

　

聖
路
加
国
際
大
学
の
創
設
者
ル
ド
ル
フ・

ボ
ー
リ
ン
グ・

ト
イ
ス
ラ
ー
は
︑
１
９
０
０
年
に
米
国
聖
公

会
宣
教
医
師
と
し
て
来
日
し
た
︒
彼
は
︑
日
本
の
医
療
の
概
念
に
は
従
来
無
か
っ
た
︑
公
衆
衛
生
や
医
療

社
会
事
業
な
ど
を
こ
の
国
に
根
付
か
せ
る
努
力
を
惜
し
ま
ず
︑
不
屈
の
精
神
で
取
り
組
ん
だ
︒
特
に
看
護

師
の
教
育
に
関
し
て
は
︑
優
秀
で
あ
る
と
同
時
に
教
育
者
に
な
れ
る
看
護
師
の
育
成
を
目
標
と
し
︑
当
時

と
し
て
は
画
期
的
な
先
進
的
看
護
教
育
を
行
っ
た
︒

　

１
９
３
３
年
︑
聖
路
加
国
際
病
院
の
新
し
い
建
物
が
完
成
し
（
現
在
の
旧
病
院
に
あ
た
る
）︑
礼
拝
堂

は
そ
の
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
︒
こ
の
礼
拝
堂
は
１
９
３
６
年
に
完
成
し
た
が
︑
残
念
な
が
ら
ト

イ
ス
ラ
ー
は
１
９
３
４
年
に
逝
去
し
た
た
め
︑
礼
拝
堂
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

　

Ｊ・
Ｖ・

Ｗ・

バ
ー
ガ
ミ
ニ
ー
の
設
計
に
よ
る
こ
の
礼
拝
堂
は
︑
旧
病
院
と
一
体
化
し
て
お
り
︑
全
体

的
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
調
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
︒
礼
拝
堂
に
入
る
と
６
階
吹
き
抜
け
の
高
い
天
井
と
︑
息
を
の

む
よ
う
な
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

旧
病
院
で
は
︑
各
階
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
後
ろ
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
も
患
者
が
礼
拝
で
き
る
設
計

と
な
っ
て
い
た
︒
ま
た
︑
玄
関
か
ら
礼
拝
堂
に
つ
な
が
る
廊
下
や
礼
拝
堂
前
の
階
段
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ

リ
ー
フ
が
施
さ
れ
︑
病
院
と
礼
拝
堂
の
融
合
を
表
し
て
い
る
︒
照
明
も
バ
ー
ガ
ミ
ニ
ー
の
設
計
に
よ
っ
て
︑

周
り
の
雰
囲
気
に
溶
け
込
み
︑
荘
厳
さ
を
強
調
し
て
い
る
︒

　

こ
の
礼
拝
堂
は
患
者
と
職
員
の
祈
り
の
場
で
あ
り
︑
ト
イ
ス
ラ
ー
の
精
神
︑
信
念
そ
の
も
の
を
表
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
︒

　

聖
路
加
国
際
大
学
は
２
０
２
０
年
に
看
護
教
育
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
︒
聖
路
加
の
象
徴
で
あ
る
こ
の

礼
拝
堂
の
祭
壇
の
下
に
︑
今
も
ト
イ
ス
ラ
ー
は
静
か
に
眠
っ
て
い
る
︒

聖路加国際大学
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自
由
で
多
様
な
大
学
が
個
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人
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を
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て
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史
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場
面
─
日
本
の
近
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化
と
大
学
の
歴
史

多
様
で
や
わ
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か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
求
め
て

―
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
０
０
年
と
村
野
藤
吾・
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西
大
学�

橋
寺
知
子
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　金沢駅から約3.9キロとアクセスが良好であり、ひ
がし茶屋街、兼六園、香林坊などの観光地にもほど
近い金沢市の中心に位置する金沢星稜大学。「金沢経
済大学」を前身として設立された本学は、2002年に

「金沢星稜大学」に名称を変更し、2017年に創設50周
年を迎えました。経済学部、人間科学部、人文学部
の３学部５学科体制で、「自分を超える力をつけ 
る。」をスローガンに、地域社会に開かれた教育を展
開しています。短期大学、中学 ・ 高等学校、二つの
附属幼稚園を併設校に有し、北陸の産業 ・ 文化 ・ 経
済の発展に寄与するとともに、広く国内外の社会に
貢献することを使命としています。

〈表紙写真〉

地域と共存し、社会に広く開かれた
大学に（金沢星稜大学）
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「
誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」、
こ
れ
が
金

沢
星
稜
大
学
の
「
建
学
の
精
神
」
で
あ
る
。

　
「
誠
実
」
で
あ
る
こ
と
が
本
質
で
あ
れ
ば
、「
社
会
に
役
立

つ
」
は
現
象
で
あ
り
、
ゆ
え
に
、「
誠
実
⇆
社
会
に
役
立
つ
」

と
な
る
。

　
「
誠
実
」
が
増
せ
ば
「
社
会
に
役
立
つ
」
も
増
し
、「
社
会

に
役
立
つ
」
が
大
で
あ
れ
ば
、「
誠
実
」
も
大
で
あ
る
と
い
え

る
。
内
面（
本
質
）と
外
面（
現
象
）は
、つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

１
９
６
７
年
、
北
陸
の
地
に
誕
生
し
た
本
学
。
爾
来
、
星

稜
学
徒
は
、「
誠
実
⇆
社
会
に
役
立
つ
」
の
相
互
作
用
に
、
い

ま
も
夢
中
だ
。

誠
実
⇆
社
会
に
役
立
つ

篠
崎 

尚
夫
●
金
沢
星
稜
大
学
長
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
加
盟
法
人
な
ら
び
に
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
ご
関
係
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
私
立
大
学
連
盟
が
２
０
１
８
年
に
ま
と
め
た
『
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

私
立
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
教
育
研
究
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
４
次
産
業
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
産
業
構
造
の
大
き
な
変
化
、
人
口
減
少
時
代
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
到
来
、
地
方

創
生
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
変
化
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
高
度
な
知
識
と
多
様
な
能
力
を
備
え
た
人
材
が
求
め
ら
れ

ま
す
。『
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』
に
大
学
が
育
成
す
べ
き
能
力
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
間
と
し
て

の
あ
り
方
を
常
に
問
う
、
主
体
的
で
洞
察
力
に
富
ん
だ
思
考
力
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
代
替
が
不
可
能
な
分
野
で
新
た
な
職
能
を
深
め

る
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
な
能
力
、
歴
史
と
現
在
、
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
ぬ
も
の
を
知
っ
た
上
で
、
今
日
と
未
来
の
変
化
を
理

解
す
る
能
力
、
地
域
（
世
界
に
お
け
る
日
本
、
日
本
に
お
け
る
各
地
域
）
を
熟
知
し
、
日
本
お
よ
び
地
域
が
持
っ
て
い
る
資
源

を
活
用
し
、
そ
の
独
自
性
を
表
現
す
る
能
力
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た
能
力
を
備
え
た
日
本
の
未
来
を
担
う
高
度
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
、
本
年
も
加
盟
大
学
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
研
究
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
２
０
１
９
年
は
私
立
大
学
の
み
な
ら
ず
大
学
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
政
策
の
決
定
、
変
更
が
続
き
ま
し

た
。
11
月
、
文
部
科
学
省
は
２
０
２
０
年
度
入
試
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
英
語
民
間
試
験
の

活
用
を
見
送
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
っ
て
の
決
定
に
高
校・

大
学
を
は
じ
め
関
係
者
か
ら
驚
き
の
声
が
上

が
り
、
混
乱
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
課
題
、
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
実
施
を
急
い
で
き
た
印
象
は
拭
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
機
会
に
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て

長
谷
山 

彰
●
私
大
連
会
長
、
慶
應
義
塾
長

自
由
で
多
様
な
大
学
が
個
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
る

2 0 2 0
年頭所感
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熟
慮
す
る
時
間
を
得
た
こ
と
は
せ
め
て
も
の
救
い
で
す
。

　

気
候
変
動
や
自
然
災
害
の
多
発
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
発
展
な
ど
に
よ
り
、
想
定
外
の
事
態
が
次
々
と
発
生
す
る
状
況

の
中
で
、
地
球
規
模
の
課
題
に
取
り
組
み
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
知
識
習
得
型
か
ら
課
題
発
見
解

決
型
の
学
習
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
考
え
る
力
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
中
で
、
異
文
化
を
理

解
し
、
異
文
化
摩
擦
を
平
和
的
に
乗
り
越
え
る
、
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
た
め
に
は
、
高
度
な
語
学
能
力
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
同
様
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
高
大
接
続
に
よ
る
高
等
教
育
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
入
試
改
革
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
、
関
係
者
が
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
問
題
は
、
現
行
、
50
万
人
が
受
験
す
る
大
規
模
な
入
試
形
態
の

中
で
、
考
え
る
力
、
総
合
的
な
語
学
力
を
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
人
員
、
費
用
、
場
所
な
ど
技
術
的
な
課
題
の
解
決
に
気
を

と
ら
れ
、
次
第
に
当
初
の
理
念
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
文
部
科
学
大
臣
の
下
に
検
討
会
議
を

設
置
し
１
年
間
を
か
け
て
議
論
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
高
校・

大
学
の
教
育
現
場
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
試
験
の
内
容
、

評
価
基
準
、
受
験
機
会
、
経
済
的
負
担
な
ど
に
お
け
る
公
平
性
を
確
保
し
、
試
験
に
対
す
る
信
頼
性
を
高
め
る
方
策
を
打
ち
出

す
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
に
私
立
学
校
法
が
改
正
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
早
く
も
大
学
の
さ
ら
な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
議
論

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
公
益
法
人
の
一
種
で
す
か
ら
、
社
会
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
適
正
な
運
営
を
行
う
責
務
が
あ

り
ま
す
が
、
一
部
の
大
学
に
よ
る
不
適
切
な
運
営
を
問
題
視
す
る
あ
ま
り
、
角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す
が
如
き
規
制
強
化
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
学
校
法
人
は
成
り
立
ち
や
あ
り
方
に
お
い
て
他
の
多
く
の
公
益
法
人
と
は
異

な
る
独
自
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
学
校
教
育
法
や
私
立
学
校
法
が
あ
り
、
大
学
設
立
時
に
お
け
る
厳
し
い
設
置
認

可
、
そ
し
て
教
育・

研
究・

法
人
運
営
の
全
般
に
わ
た
る
認
証
評
価
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
に
お
い
て
も
運
営
に
お
い
て

も
、
比
較
的
規
制
が
緩
や
か
な
他
の
公
益
法
人
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
す
。

　

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
当
た
っ
て
、
当
時
の
大
学
審
議
会
は
答
申
の
中
で
、「
各
大
学
が
自

由
で
多
様
な
発
展
を
遂
げ
る
よ
う
大
学
設
置
基
準
を
大
綱
化
す
る
…
…
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
私
立
大
学
が
建
学
の

理
念
を
継
承
し
、
個
性
を
持
ち
な
が
ら
、
多
様
な
人
材
を
育
成
し
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
主
体
的
に
改
革
に
取
り

組
み
、
自
律
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
本
私
立
大
学
連
盟
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
、
本
年
も
加
盟
大
学・

法
人
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
考
え
ぬ
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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１　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
に
つ
い
て

　

近
現
代
日
本
の
女
子
教
育
に
キ
リ
ス
ト
教
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ボ
ー
ド
が
果
た
し
た
役
割
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
。
ミ
ッ
シ
ョ

ン・

ボ
ー
ド
と
は
、
欧
米
の
教
会
が
宣
教
師
を
派
遣
す
る
た

め
に
設
置
し
た
伝
道
局
（Board of M

issions

）
の
こ
と
で

あ
る
。
幕
末
に
開
国
し
て
以
降
、
日
本
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
を
母
体
と
す
る
欧
米
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
団

が
宣
教
師
を
派
遣
し
て
き
た
。
当
初
は
滞
日
外
国
人
の
た
め

の
礼
拝
が
主
な
役
割
だ
っ
た
が
、
各
地
の
外
国
人
居
留
地
に

出
入
り
す
る
日
本
人
が
徐
々
に
聖
書
学
習
や
礼
拝
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
日
本
人
が
伝
道
者
と
し

て
活
躍
し
た
事
例
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
後
１
８
７
３
年
、
明
治
政
府
が
キ
リ
ス
ト
教
布
教
を

公
認
し
た
た
め
、
国
内
で
自
由
な
布
教
が
可
能
に
な
っ
た
。

江
戸
時
代
の
禁
教
令
の
影
響
も
あ
っ
て
布
教
に
は
困
難
が
伴
っ

た
が
、
宣
教
師
や
日
本
人
伝
道
者
た
ち
は
教
育
機
関
の
創
設

を
重
視
し
た
。
教
会
へ
未
信
徒
を
誘
う
こ
と
と
併
せ
て
、
青

少
年
に
英
語
教
育
や
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
文
化

の
普
及
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
教
師
た
ち
が
創
設
し
た
学

校
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ス
ク
ー
ル
と
呼
ぶ
の
は
、
そ
こ
に
由
来

し
て
い
る
。

　

た
だ
近
年
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ボ
ー
ド
か
ら
の
独
立
が
進
ん

で
、
財
政
支
援
や
教
員
派
遣
を
受
け
な
い
学
校
も
増
え
た
こ

と
か
ら
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ス
ク
ー
ル
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
学
校
と
称
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ス
ク
ー
ル
は
、
人
口
の
多
い
大
都
市
を
中

心
に
次
々
に
創
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
の
大
学
で
み
る 

と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
と
カ
ト
リ
ッ
ク
系
を
合
わ
せ
て
、

平
川 

新
●
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長

女
性
の
生
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
女
子
大
学
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70
校
を
超
え
て
お
り
、
日
本
の
高
等
教
育
に
占
め
る
役
割
は

大
き
い
。２　

宮
城
女
学
校
か
ら
宮
城
学
院
女
子
大
学
へ

　

１
８
７
２
年
に
公
布
さ
れ
た
学
制
で
は
、
華
族・

士
族
か

ら
一
般
庶
民
に
い
た
る
ま
で
、
男
女
と
も
に
「
不
学
」
の
者

が
な
い
よ
う
に
小
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
布
達
さ
れ
た
。

翌
年
の
就
学
率
は
男
子
が
約
40
％
、
女
子
が
約
15
％
だ
が
、

１
８
９
３
年
は
男
子
70
％
、
女
子
30
％
で
あ
り
、
格
差
は
大

き
か
っ
た
。
小
学
校
は
男
女
共
学
だ
っ
た
が
、
１
８
７
９
年

の
教
育
令
に
よ
っ
て
小
学
校
以
上
は
男
女
別
学
と
さ
れ
た
。

明
治
政
府
は
男
子
の
た
め
の
中
学
校
は
積
極
的
に
開
設
し
て

い
っ
た
が
、
女
子
の
た
め
の
女
学
校
は
限
定
的
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
み
て
、
女
子
教
育
の
機
会
が
少
な
い
と

考
え
た
宣
教
師
た
ち
は
、
１
８
７
０
～
80
年
代
に
か
け
て
、

全
国
各
地
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
女
子
校
を
次
々
に
開
設
し
て

い
っ
た
。
現
在
も
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
子
校
が
多
い
の
は
、

こ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

宮
城
学
院
の
前
身
で
あ
る
宮
城
女
学
校
は
、
１
８
８
６
年

に
創
設
さ
れ
た
。
創
設
者
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
者
で
あ
る

押
川
方
義
で
あ
り
、
初
代
校
長
に
は
米
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た

宣
教
師
の
エ
リ
ザ
ベ
ス・

プ
ー
ル
ボ
ー
が
就
任
し
た
。
聖
書

の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
必
修
。
英
語
の
授
業
も
あ
り
、
音
楽
は

賛
美
歌
と
オ
ル
ガ
ン
の
指
導
で
あ
っ
た
。
１
８
９
０
年
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
る
と
、
漢
文
、
地
理
、
歴
史
、
理
科
、
家

事
、
図
画
、
体
操
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
和
漢
洋
が
混
淆
し

た
内
容
だ
が
、
西
洋
文
化
に
対
す
る
興
味
と
関
心
か
ら
ハ
イ

ソ
サ
エ
テ
ィ
な
家
庭
の
子
女
の
入
学
が
相
次
い
だ
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
１
９
４
９
年
、
宮
城
学
院
女
子
大

学
が
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
た
。
戦
前
か
ら
培
っ
て
き
た

高
等
女
子
教
育
の
伝
統
を
、
戦
後
の
新
制
大
学
に
継
承
し
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

３　
時
代
に
対
応
し
た
学
部・

学
科
の
再
編

　

開
学
時
の
宮
城
学
院
女
子
大
学
は
、
学
芸
学
部
の
も
と
に

英
文
学
科
と
音
楽
科
の
２
学
科
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
９

５
５
年
に
は
短
期
大
学
に
保
育
科
、
１
９
５
９
年
に
は
大
学

に
家
政
学
科
、
１
９
６
４
年
に
は
大
学
に
日
本
文
学
科
、
短

期
大
学
に
教
養
科
を
開
設
し
た
。
１
９
８
８
年
に
は
、
短
期

大
学
に
国
際
文
化
科
を
設
置
し
て
い
る
。
戦
後
の
社
会
動
向

を
巧
み
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
女
性
教
育
の
幅
を
広
げ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
も
い
ち
早
く
対
応
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
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だ
が
１
９
８
０
年
代
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
女
性
は
短
期

大
学
」
と
い
う
意
識
か
ら
「
女
性
も
大
学
へ
」
と
い
う
変
化

が
起
き
、
女
性
の
進
学
状
況
が
大
き
く
転
換
し
始
め
た
。
そ

こ
で
本
学
で
も
２
０
０
０
年
に
、
短
期
大
学
の
学
科
を
四
年

制
大
学
に
全
面
転
換
さ
せ
た
。
そ
の
後
も
新
学
科
を
開
設
し

て
10
学
科
と
な
り
、
大
学
に
お
け
る
学
び
の
間
口
を
さ
ら
に

広
げ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
人
格

教
育
と
総
合
的
な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
基
盤
と
し
な
が

ら
、
女
子
の
進
学
率
の
高
ま
り
や
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
、

時
代
の
変
化
や
要
請
に
応
え
、
不
断
に
学
科
の
見
直
し
を
行
っ

て
き
た
。
２
０
１
６
年
４
月
、
従
来
の
学
芸
学
部
一
学
部
か

ら
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
、
教
育
学
部
、
生
活
科
学
部
を
加

え
た
４
学
部
９
学
科
体
制
へ
と
改
組
し
た
の
も
、
高
校
生
の

進
学
ニ
ー
ズ
や
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

新
た
に
設
置
し
た
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
は
、
観
光・
国
際・

地
域
を
学
び
の
ポ
イ
ン
ト
に
、
地
域
の
豊
か
な
資
源
を
活
用

し
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
、
魅
力
あ
る
人
材
を
育
成
し

て
い
る
。
地
元
経
済
界
か
ら
も
期
待
が
高
い
。

　

教
育
学
部
で
は
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教
諭
、

養
護
教
諭
、
保
健
体
育
教
諭
、
社
会
福
祉
士
を
養
成
し
て
い

る
。
発
達
段
階
の
諸
問
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
高
度
な
専

門
性
を
身
に
付
け
て
お
り
、
本
学
の
学
生
が
保
育
所
や
幼
稚

園
な
ど
に
就
職
す
る
割
合
は
き
わ
め
て
高
い
。
小
学
校
教
員

も
80
％
台
の
合
格
率
を
達
成
し
て
い
る
。

　

生
活
科
学
部
の
食
品
栄
養
学
科
で
は
、
人
の
命
と
健
康
の

保
持
に
貢
献
で
き
る
管
理
栄
養
士
を
養
成
し
、
国
家
試
験
で

は
東
北
地
方
で
ト
ッ
プ
の
合
格
率
を
保
っ
て
い
る
。
生
活
文

化
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
建
築
と
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、

衣
食
住
な
ど
の
生
活
文
化
を
学
び
、
建
築
家
や
イ
ン
テ
リ
ア

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
生
活
文
化
関
連
企
業
の
企
画
担
当
者
、
家
庭

科
教
員
な
ど
、
多
様
な
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　

学
芸
学
部
に
は
、
日
本
文
学
科
、
英
文
学
科
、
人
間
文
化

学
科
、
心
理
行
動
科
学
科
、
音
楽
科
を
置
き
、
創
作
や
表
現
、

異
文
化
理
解
、
人
間
と
歴
史・

文
化
な
ど
、
各
学
科
の
専
門

領
域
を
深
め
て
い
る
。
共
通
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要

な
感
性
と
行
動
力
を
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
培
う
学
び

の
場
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

４�　
開
学
70
周
年�

「
共
生
の
た
め
の
多
様
性
宣
言
」

　

開
学
以
来
、
本
学
は
、「
神
を
畏
れ
、
隣
人
を
愛
す
る
」
と
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い
う
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
自
由
か
つ
謙
虚
に
真
理
を

探
究
し
、
隣
人
愛
に
立
っ
て
全
て
の
人
の
人
格
を
尊
重
す
る

こ
と
を
教
育
の
理
念
と
し
て
き
た
。
学
生
一
人
一
人
の
多
様

性
と
公
平
性
が
大
切
に
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
精
神
を
さ
ら
に
深
め
、教
育・

研
究
の
場
に
お
け
る
多

様
性
包
摂
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、
２
０
１
９

年
の
開
学
70
周
年
を
機
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
も
つ
全
学
生

の
た
め
に
、「
共
生
の
た
め
の
多
様
性
宣
言
」
を
表
明
し
た
。

　

年
齢
、
信
条
、
障
害
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
は
、

そ
の
多
様
性
を
尊
重
す
べ
き
と
い
う
社
会
的
な
合
意
が
形
成

さ
れ
て
き
て
お
り
、
本
学
も
従
来
か
ら
そ
の
理
念
を
共
有
し

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
現
今
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性
別
）
の
概
念

が
流
動
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
問
題
が
社
会
的
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。
特
に
女
子

大
学
と
し
て
は
、
戸
籍
上
男
性
で
あ
っ
て
も
自
身
の
性
自
認

が
女
性
で
あ
り
、
女
子
大
学
で
学
ぶ
こ
と
を
希
望
す
る
人
に

ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
学
で
は
、
２
０
１
７
年
に
「
性
の
多
様
性
と
人

権
」
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、
女
子
大
学
と
し
て
の
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
同

委
員
会
で
は
、
女
性
と
し
て
の
性
自
認
を
も
ち
、
女
性
と
し

て
生
き
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
た
人
、
す
な
わ
ち
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性
の
受
け
入
れ
を
提
言
し
、
２
０
１
９
年
３

月
の
教
授
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
決
定
の
根
拠
に
は
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
宮
城
女
学

校
の
創
設
以
来
、
多
様
な
女
性
の
生
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
男・

女
と
い
う
固
定
的
な
ジ
ェ

ン
ダ
ー
概
念
が
世
界
的
に
流
動
化
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
し
、
新
た
な
時
代
の
女
性
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
建
学
の
精
神
に
か
な
う
と
い
う
判
断
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性
の
受
け
入
れ
は
２
０
２
１
年

度
に
開
始
す
る
が
、
不
安
な
く
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
学
内
環
境
の
整
備
や
、
受
け
入
れ
に
多
少
な
り
と
も
違

和
感
を
持
つ
学
生
へ
の
配
慮
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
社
会
の
動
き
に
対
応
し
、

多
様
性
を
踏
ま
え
た
共
生
の
あ
り
方
を
本
学
な
り
に
整
え
て

い
き
た
い
。

　

建
学
70
周
年
の
年
に
、
女
子
大
学
と
し
て
の
新
し
い
使
命

を
公
表
で
き
た
こ
と
は
、
女
子
大
学
の
今
日
的
な
存
在
意
義

を
更
新
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
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